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問い合わせ先
国立研究開発法人　土木研究所　寒地土木研究所

室　長 730(内線)
寒地技術推進室

主任研究員 732(内線)
TEL : 011-590-4047(直通)

公 開 一 部 公 開 非 公 開
取材ご希望の方は、下記まで御連絡ください。（直接会場にお越しいただいても結構です。）

令 和 ５ 年 ７ 月 １ ８ 日
寒 地 土 木 研 究 所 企 画 室

報 道 機 関 各 位

「寒地土木研究所 新技術説明会（金沢）」を 開催

寒地土木研究所

国立研究開発法人 土木研究所

「寒地土木研究所 新技術説明会」は、寒地土木研究所が研究開発した適用効果の高い新技

術について、北海道外の積雪寒冷地域の公共工事等に携わる幅広い技術者を対象に技術内容を説

明し、現場への普及を図ることを目的として、平成２９年度より開催しております。

今年度は、石川県金沢市で開催し、６件の技術説明を行います。

■開催日：令和５年８月３１日（木）１３：１５～１６：３０

■場 所：石川県地場産業振興センター 新館１階 コンベンションホール

（石川県金沢市鞍月２丁目１番地）

■主 催：国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所

■後 援：国土交通省北陸地方整備局

■講演プログラム（各講演２５分）

13:15～ 開会挨拶（５分）

13:20～ 写真計測技術を活用した斜面点検手法

13:45～ 施工性と安全性に優れた切土のり面の凍上対策（ワンパック断熱フトン篭）

14:10～ 酸性硫酸塩土壌の簡易判定法

14:35～ 質疑応答（１５分）

15:00～ 除雪オペレータ用道路付属物位置情報提供アプリ

15:25～ 景観検討にどう取り組むか－景観予測・評価の手順と手法－

15:50～ コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル ２０２２年版

16:15～ 質疑応答（１５分）

■参加申込期限 令和５年８月２５日（金）まで

※下記の土木研究所寒地土木研究所ホームページよりお願いいたします。

https://chouseikan.ceri.go.jp/web/event/

※参加費：無料

※建設コンサルタンツ協会CPD認定プログラム

※全国土木施工管理技士会連合会CPDS認定プログラム

※体調の悪い方は来場をお控えください。



主催：国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 後援：国土交通省北陸地方整備局

2023年8月31日(木)2023年8月31日(木)
13:15～16:30（受付開始12:15）

石川県地場産業振興センター
新館1階 コンベンションホール
(石川県金沢市鞍月2丁目１番地)
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建設コンサルタンツ協会

CPD認定プログラム

CPDS
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寒地土木研究所イベント情報
https://chouseikan.ceri.go.jp/web/event/

積雪寒冷地の最新土木技術を紹介

〈問い合わせ先〉寒地土木研究所寒地技術推進室 TEL : 011-590-4046

〈交通アクセス〉
バス：JR金沢駅金沢港口（西口）より約20分

金沢駅西口6番乗り場
「工業試験場」又は「金沢西高校」下車

お申込は
こちらから

（写真：鼓門）



ワンパック断熱フトン篭施工例

コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル 2022年版

積雪で埋もれて見えない道
路付属物と除雪車の接触事
故を防止するための情報提
供アプリです。車載機器は
スマートフォン（Android）
のみで、あらかじめ位置情
報を登録している道路付属
物に除雪車が近接すると警
報 音 と 画 面 点 滅 等 で オ ペ
レータに知らせることがで
きます。

特殊フトン篭に断熱材を内包し、
クレーンで吊り上げ可能なワン
パック断熱フトンを開発しまし
た。従来工法よりも経年的な変
状の抑制や切土のり面の凍上、
高所・斜面での施工効率や安全
性の向上が期待できます。

異なる時期に撮影した写真を重
ね合わせることにより変化点を
抽出する「背景差分法」と、航
空写真測量技術を地上写真に応
用した「変動量計測法」の２つ
の斜面点検手法に関する技術で
す。対象斜面に立ち入らずに点
検が可能となることや従来の技
術者の目視判定に比べ斜面点検
技術の効率化が図れます。

酸性硫酸塩土壌の簡易判定法

酸性硫酸塩土壌が分布して
いる地域での工事現場にお
いて、短時間で酸性硫酸塩
土壌か否かを簡易判定する
技術です。工事現場にて簡
易かつ速やかに判定するこ
とが可能であり、工事工程
への影響を軽減することが
期待できます。

簡易判定法のフロー図

背景差分法の事例

写真計測技術を活用した斜面点検手法

施工性と安全性に優れた切土のり面の凍上対策
（ワンパック断熱フトン篭）

除雪オペレータ用道路付属物位置情報提供アプリ

情報提供アプリ運用例

講演プログラム・技術紹介

13:15～ 開会挨拶
土木研究所 技術推進本部 寒地技術普及推進監 正 木 孝 治

13:20～ 写真計測技術を活用した斜面点検手法
防災地質チーム 総括主任研究員 日 外 勝 仁

13:45～ 施工性と安全性に優れた切土のり面の凍上対策（ワンパック断熱フトン篭）
寒地地盤チーム 研究員 御 厩 敷 公 平

14:10～ 酸性硫酸塩土壌の簡易判定法
資源保全チーム 主任研究員 中 谷 壮 範

14:35～ 質疑応答

休 憩 （10分）

15:00～ 除雪オペレータ用道路付属物位置情報提供アプリ
寒地機械技術チーム 研究員 山 田 充

15:25～ 景観検討にどう取り組むか－景観予測・評価の手順と手法－
地域景観チーム 上席研究員 福 島 宏 文

15:50～ コンクリート構造物の補修対策施工マニュアル 2022年版
耐寒材料チーム 主任研究員 遠 藤 裕 丈

16:15～ 質疑応答

景観検討にどう取り組むか -景観予測・評価の手順と手法-

景観検討は、構造物や周囲景
観の議論・評価を行い、その
結果を設計への反映が重要で
すが、景観検討の知見や経験
が十分でない技術者には難し
い面があります。そこで、景
観検討がより良いものに近づ
けるよう、そのポイントを示
した技術資料を取りまとめま
した。 手順と手法の概念図

内容の充実と新たな知見等を加えて改訂した2022年版を作成し
ました。マニュアルは、共通編、各補修工法編、および補修後
の不具合事例集で構成され、2022年版ではシラン系表面含浸材
と断面修復工法の新たな知見等を追加しています。

マニュアルの構成

共通編：適切な補修工法の選定

表面被覆・含浸工法編：
施工管理項目や確認方法の提案

断面修復工法編：
修復材の品質や確認方法の提案

ひび割れ修復工法編：
修復材の品質と施工方法の提案

不具合事例集：失敗に学ぶ
各種補修工法における材料・工法の選定や施工上の留意点を明示


